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資料：内閣府「高齢者の生活と意識に関する国際比較調査」�
（注）調査対象は、全国60歳以上の男女�
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図２－２－12 「老後の生活」における生活費の賄い方（日本）
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資料：内閣府「高齢者の生活と意識に関する国際比較調査」（平成18年）�
（注）調査対象は、日本、アメリカ、韓国、ドイツ、フランスの60歳以上の男女�
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（イ）「老後の生活」における生活費の賄い方

日本についてみると、「働けるうちに準備」が

47.6％、「社会保障など公的な援助」が43.6％で、

同程度となっている。また、過去の調査結果と

比較すると「社会保障など公的な援助」が上昇

傾向にあり、「働けるうちに準備」が低下傾向に

ある（図２－２－12）。

また、各国と比較すると、日本とアメリカで

は、「働けるうちに準備」と「社会保障など公的

な援助」が同程度となっている一方、韓国、ド

イツ、フランスでは、「社会保障などの公的な援

助」が５割を超えている（図２－２－13）。

（ウ）子どもや孫との付き合い方、家族・親族

の中での高齢者の役割

子や孫との付き合い方について時系列でみる

と、子どもや孫とは「いつも一緒に生活できる

のがよい」の割合が低下する一方で、「ときどき

会って食事や会話をするのがよい」の割合が上

昇し、平成18年において両者の割合が逆転する

など、以前に比べると、より密度の薄い付き合

い方でもよいと考える高齢者が増えていること

がうかがえる（前掲図１－２－９）。

一方で、各国と比較すると、より密度の濃い

付き合い方を望む者の割合が日本や韓国では相

対的に高くなっている（図２－２－14）。

家族や親族の中での高齢者の役割についてみ

ると、男性の場合、「家計の支え手」（41.2％）、

「家族や親族関係の中の長」（38.9％）としての

役割を持つ者が多く、女性の場合、「家事を担っ

ている」（74.1％）とする者が多い（前掲図１－

２－10）。
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図２－２－13 「老後の生活」における生活費の賄い方（国際比較）




